
第
２
回
鶴
岡
市
総
合
戦

略
策
定
推
進
会
議
が
７
日

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
戦
略
と
は
、
「
鶴

岡
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

踏
ま
え
、
人
口
減
少
の
課

題
に
対
す
る
目
標
や
施
策

の
基
本
的
方
向
性
、
具
体

的
な
施
策
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

総
合
戦
略
の
取
り
組
み

の
見
直
し
で
は
、
農
業
人

材
育
成
事
業
が
新
規
に
追

加
さ
れ
、
当
局
か
ら
「
現

在
就
農
者
は
年
間
１
４
０

人
減
少
し
、
労
働
力
の
確

保
が
深
刻
だ
。
新
規
に
農

外
者
も
含
め

人
増
や

25

す
」
と
の
状
況
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
見
直
し
は
、

旧
栄
小
学
校
の
校
舎
を
活

用
し
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
※
施
設
の
拡
張
に
よ

る
新
規
入
居
者
数
・
入
居

団
体
の
売
り
上
げ
の
伸
び

率
・
入
居
団
体
の
新
規
就

労
者
数
等
の
評
価
指
標
が

新
規
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
戦
略
に
つ
い
て

は
、
委
員
か
ら
「
自
然
豊

か
な
保
育
交
流
も
い
い

が
、
地
域
に
あ
る
自
然
施

設
の
活
用
も
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
」
「
自
然
の
中

で
の
保
育
を
す
る
た
め

に
、
若
者
の
仕
事
づ
く
り

と
し
て
地
域
で
専
門
員
を

育
て
て
ほ
し
い
」
「
新
規

創
業
者
数
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
継
続
に
つ
い
て

も
検
証
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
」
「
鶴
岡
の
食
文
化

（
豊
か
さ
）
を
自
覚
す
る

施
策
を
盛
り
込
ん
で
ほ
し

い
」
「
郷
土
愛
の
意
識
付

け
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
」
「
自
給
率
を
上
げ
る

施
策
は
」
な
ど
、
活
発
に

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
市
議
が
傍
聴

し
ま
し
た
。

※
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
新
規
事
業
の
立
ち

上
げ
を
支
え
な
が
ら
育
成

す
る
こ
と
。
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鶴岡市議会12月定例会日程（予定）
10:00開会

１２月４日（火）本会議

（開会、提案説明、総括質問等）

予算特別委員会

６日（木）本会議（一般質問）

７日（金）本会議（一般質問）

１０日（月）本会議（一般質問）

１１日（火）常任委員会（総務）

１２日（水）常任委員会（市民生活）

１３日（木）常任委員会（厚生文教）

１４日（金）常任委員会（産業建設）

２０日（木）予算特別委員会

２１日（金）本会議（閉会）

☆請願締切りは11月28日(水)13:00

「継灯の儀」で各々のキャンドルに火を移す荘内看護専門学校の学生

「
市
長
と
語
る
会
」
が

５
日
、
第
三
コ
ミ
セ
ン
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
皆
川
市
長
か

ら
、
１
年
を
経
過
し
た
中

で
の
新
市
政
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
町
内
会
か
ら
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
会
の
運
営
に
必
要

な
自
治
組
織
交
付
金
の
増

額
つ
い
て
の
考
え
方
や
、

ア
パ
ー
ト
に
住
む
人
の
町

内
会
参
加
の
あ
り
方
、
近

年
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

配
布
物
の
軽
減
に
つ
い
て

な
ど
、
町
内
会
の
活
動
の

切
実
な
問
題
意
識
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
の
参
加
者
か
ら
も

い
く
つ
か
の
意
見
が
出
さ

れ
、
行
政
と
の
率
直
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。山

田
守
市
議
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

年
間
の
予
科
期
間
を
終

え
、
看
護
者
と
し
て
適
性

が
認
め
ら
れ
た
学
生
が
実

地
研
修
に
臨
む
に
あ
た
っ

て
、
「
看
護
の
心
の
火
」

を
受
け
継
ぐ
儀
式
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
科
武
校
長
か
ら
認
定

書
を
受
け
取
っ
た
後
、
１

年
生
は
「
確
か
な
知
識
を

持
ち
患
者
さ
ん
に
適
し
た

援
助
が
行
な
え
る
看
護
師

を
目
指
し
ま
す
」
「
患
者

さ
ん
の
心
に
寄
り
添
い
信

頼
さ
れ
る
看
護
師
に
な
り

た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。「

継
灯
の
儀
」
は
照
明

が
消
え
厳
か
な
雰
囲
気
の

中
、
学
生
一
人
一
人
が
キ

ャ
ン
ド
ル
に
火
を
移
し
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を

唱
和
し
、
看
護
学
生
と
し

て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

学
生
が
入
学
当
初
と
比

べ
未
来
を
見
据
え
輝
か
し

い
目
が
印
象
的
で
し
た
。

加
藤
鉱
一
市
議
と
坂
本

昌
栄
市
議
が
出
席
し
ま
し

た
。

荘
内
看
護
専
門
学
校
の

第

回
継
灯
式
が
９
日
、

45
荘
内
病
院
講
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

継
灯
式
は
１
年
生
が
半



大
山
上
池
・
下
池
が
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
て

周
年
と
な
り
、「
上

10

池
・
下
池
と
わ
た
し
た
ち

～
現
在
・
過
去
・
未
来

～
」
と
題
し
て
、
記
念
式

典
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
10

日
、
出
羽
庄
内
国
際
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

大
山
小
学
校
の
４
年
生
が

総
合
学
習
で
取
組
ん
で
き

た
「
ふ
る
さ
と
大
山
の
自

然
と
命
を
見
つ
め
よ
う
」

の
活
動
発
表
が
さ
れ
ま
し

た
。８

人
の
児
童
が
池
に
生

息
す
る
ウ
シ
ガ
エ
ル
や
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
研
究

と
池
の
水
質
変
化
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
ご
と
に

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
庄
内
自
然

博
物
園
構
想
推
進
協
議
会

の
櫻
井
修
治
会
長
が
主
催

者
挨
拶
を
行
い
、
皆
川
市

長
も
記
念
の
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
空
中
撮
影
な

ど
を
取
り
入
れ
た
上
池
・

下
池
の
四
季
巡
り
を
紹
介

す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
が
初
披
露
さ
れ
ま
し

た
。自

然
の
豊
か
さ
と
、
地

域
住
民
の
営
み
と
の
協
働

が
映
し
出
さ
れ
「
素
晴
ら

し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
活
動
発

表
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
等

の
入
賞
者
表
彰
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
上
池
・
下
池
と
わ
た
し

た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
林

田
光
祐
山
形
大
農
学
部
教

授
ら
３
氏
か
ら
、
農
業
用

貯
水
池
と
し
て
の
役
割

や
、
自
然
・
動
植
物
の
植

生
、
住
民
生
活
の
変
化
、

池
の
汚
れ
か
ら
の
再
生
な

ど
の
取
組
み
な
ど
話
題
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
浮
草
組
合
の
田
中
富

雄
組
合
長
な
ど
か
ら
も
、

水
質
・
環
境
の
維
持
や
、

ハ
ス
な
ど
の
生
育
の
た
め

に
も
、
定
期
的
な
水
抜
き

を
行
う
事
の
必
要
性
が
言

及
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
身

近
に
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
地

が
あ
る
事
を
も
っ
と
市
民

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
、

「
自
然
と
農
業
が
共
生
す

る
池
の
重
要
性
へ
の
理
解

が
深
ま
っ
た
」
な
ど
の
感

想
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。式

典
に
は
、
地
域
か
ら

菅
井
巌
市
議
と
、
市
民
文

教
常
任
委
員
の
山
田
守
市

議
が
出
席
し
ま
し
た
。

総合学習で学んだ「大山の自然と命」を発表する大山小の児童

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月8日入札分

・市立鶴岡第三中学校改築北外構工事（城南町25番1）（入札16業者）
(株)鈴木工務店 113,800,000円（115,800,000円）工期～31/3/22（落札率98.27％）
・旧福栄中学校寄宿舎アスベスト含有建材除去工事（木野俣字木野俣30番地2）（入
札12業者うち4業者辞退、1業者無効）
(株)マルゴ 12,450,000円（12,640,000円）工期～31/1/31（落札率98.50％）
・市立愛光園食品加工場床改修工事（藤沢字軽井沢68）（入札9業者うち2業者辞退、
3業者無効）
(有)榎本塗装工業 2,480,000円（2,610,000円）工期～12/20（落札率95.02％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
11月8日入札分

・青竜川河川単独災害復旧工事（下田沢地内）（入札2業者）
(株)新栄 4,530,000円（4,542,000円）工期～31/3/22（落札率99.74％）

櫛引庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
11月8日入札分

・市道松根羽黒線防護柵設置工事（たらのき代地内）（入札3業者）
五十嵐組 2,550,000円（2,725,000円）工期～31/1/18（落札率93.58％）

藤島庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
11月8日入札分

・藤島歴史公園排水施設工事（藤島字山ノ前地内）（入札3業者）
環水工業(株) 4,200,000円（4,360,000円）工期～31/1/31（落札率96.33％）

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
11月8日入札分

・創造の森 緊急避難施設整備工事
中止

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
位
置

づ
け
が
あ
る
が
、
種
目
が

少
な
い
の
で
は
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
上
で
は
浸
水
地
域
に
あ

た
り
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
施
設
利
用
に
制
限
が
あ

る
、
な
ど
の
や
り
と
り
が

あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
当
該
地
域
へ
の

住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

山
田
守
市
議
が
出
席
し

ま
し
た
。

業
団
地
内
、
広
さ
は
約
１

万
２
０
０
㎡
、
１
階
に
人

工
芝
ア
リ
ー
ナ
、
２
階
に

約
２
２
０
ｍ
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
施
設
利

用
を
想
定
し
、
建
築
費
用

は
数
億
円
か
か
る
見
込
み

で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か

ら
「
人
工
芝
だ
と
施
設
利

用
が
制
限
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
「
市
民
の
生
涯

「
鶴
岡
市
屋
内
多
目
的

運
動
施
設
整
備
基
本
方

針
」
に
つ
い
て
９
日
、
市

当
局
か
ら
市
議
会
市
民
文

教
常
任
委
員
会
へ
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施
設
建
設
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
「
競
技

力
向
上
を
目
的
と
し
た
練

習
場
と
し
て
の
役
割
や
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置

付
け
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

整
備
予
定
地
は
大
山
工


